
 

 

 

  

■活動報告 
 

■四谷おとなの「宇宙の学校」 ■国分寺市おとなの「宇宙の学校」 

表紙のKU-MA10年周年記念事業KU-MAおとなの

「宇宙の学校」の参加者を大募集中です！！ 

２回目には最近話題の「重力波」の研究をしている

天文学者の藤本眞克さん。３回目は小惑星探査機「はやぶさ」 

元プロマネの川口淳一郎さんをお招きし、講演や理事とのトー

クセッションなどを予定しています。各講師のプロフィールを

同封しましたのでご覧ください。 

 

まだ、会員ではない方も、この機会にご入会いただけると、

第 3 回目終了後に予定している会員限定の懇親会にも参加い

ただけます。従来のメールマガジンや会報、教材購入時の会員

割引などの会員特典に加えて、来春の JAXA 相模原キャンパス 

宇宙科学探査交流棟の見学会など、会員限定のイベントを企画

しています。 

ご案内のポストカードも作成してみました。ぜひ、この機会

にご友人、お知り合いを KU-MA へお誘いください。 

 

■編集後記 
■会員状況 

2018 年もあと 1 か月となりました。活動を書き出すと、暑か

った夏がずいぶん前の事のようです。さて、上の写真にもある

CSR支援事業はどんな事をしているのか？ネットで「ニュース

ウェーブ三原」を検索してみてください。10/26 放送回で稲葉

副会長の授業風景やインタビューの動画が見られます。（田口） 

正会員 218（個人：200 学生：1 企業・団体:17） 

賛助会員 50（個人：35 企業・団体：15） 

みなさまの会費や寄付金が運営費の一部となり、KU-MA 活動を展開

させていただいております。日頃のご支援に心より感謝を申し上げ

るとともに、引き続き、活動および活動資金へのご協力をお願いい

たします。 

■会員募集中！！ ■会費や寄付金のお振込先 

◇正会員：KU-MA のミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体  

年会費 個人：10,000 円(学生 5,000 円)、法人・団体：50,000 円 

◇賛助会員：KU-MA のミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体 

 年会費 個人：１口 1,000 円、法人・団体：１口 50,000 円 

※個人賛助会員への会員証、メールマガジンの送付は 5 口以上からです。 

【会費や寄付金のお振込先は下記の口座へ】 

横浜銀行 渕野辺支店 普通預金 1768456 

特定非営利活動法人子ども・宇宙・未来の会  

会長 並木 道義 

「子どもの宇宙」を広げ 未来を豊かに 
 

 KU-MA は JAXA 宇宙教育センターと宇宙教育活動に関する協定書に 

基づき、連携・協力しながら宇宙教育活動を推進しています 

「宇宙の学校®」は、JAXA 宇宙教育センターと当会の共同事業です 

NPO法人 子ども・宇宙・未来の会 「宇宙の学校」事務局 

〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1 JAXA内 

電話・FAX : 042-750-2690  

E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :http://www.ku-ma.or.jp 

 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 
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当日に向け、多摩六都科学館の

館長室に打ち合わせに来ました！

「宇宙が拓く科学の未来」と題して

のお話。今から楽しみです。話題の

ｺﾞｼﾞﾗ座やﾆｭｰﾄﾘﾉのお話も?! 

3 人の先生方のプロフィールもホー

ムページで紹介しています。 

みなさん、ぜひご参加ください。 

会場でお待ちしています。 

☞

多摩六都科学館 館長室で打ち合わせ中 

 

4/22 今年度のスクーリングがスタート 

5/19 小松市教育研究センター、6/10 岡山県生涯学習センター、 
6/16 茅ヶ崎市松林公民館、 
6/23 山口県大人版「宇宙の学校」（講習会） 
7/21 釧路市こども遊学館 

7/26.27 CKD 株式会社ものづくり教室 
4/7.8 相模原市桜まつり 
5/29 相模原市青年会議所より講演依頼 
7/21 山口県立図書館にて「宇宙の教室」 
5/21 平成３０年度 第１回理事会開催 
6/13 総会 開催 

今年も、国分寺市主催 KU-MA 

協力による国分寺市おとなの 

「宇宙の学校」も開催を予定し

ています。 

今年のテーマは 

「南極から探る宇宙」 

詳細、ご応募につきましては、

メールマガジン等でお知らせ

いたします。 

 １１会場で閉校式が行われました。 

8/17 三菱重工業(株) 福島理科授業 

8/22 三菱重工業(株) しんせんサマースクール 

10/26 三菱重工業(株) 三原市立本郷小学校出前理科授業 

10/20.21 潤水都市さがみはらフェスタ 

8/10 二子玉川 RISE ライズの夏遊び 出展 

8/24 KIOIKIDS 「宇宙の教室」 

9/30 さんそ学習館ケイオス 講演「宇宙とガス」 

10/20.21 武蔵野学院大学公開講座 

10/21 武蔵野学院大学「宇宙の教室」 

10/25 あきる野市室増戸小学校「宇宙の教室」 

10/29 横浜市立星川小学校キッズクラブ「宇宙の教室」 

◀ 10/29星川小での 

「宇宙の教室」 

  みんなで熱気球を

揚げました。 

▶ 10/26 本郷小での 

  三菱重工の理科授業 

  スポイトロケットを 

  飛ばして、ロケットが 

  飛ぶ原理を学びました。 



 

 

 

ちょっと可愛らしい（？）白い三角

すい-RVT は再使用ロケットの実験

機。将来、使い捨てではなく再使用が

できるロケットを作ることを考えて

作られたものです。軟着陸のための航

法誘導制御機器や着陸脚など、安全に

繰り返し飛行運用するための工夫が

施されています。 

 

 

他にも、先日打ち上げられた国

際水星探査計画の水星磁気探査

機「みお」、「ひので」「あかつき」 

など、さまざまな探査機の模型

とその解説も並んでいます。 

（写真は、水星磁気探査機「み

お」の模型） 

  

 また、運が良ければ、交流棟

の隣にある宇宙探査実験棟で、

実験のスケジュールの合間に

425 トンの砂を敷き詰めた実験

場のローバーを見ることができ

るかもしれません。
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月面のさらさらの砂-レゴリス

の上を行く探査車を想像する

ことができそうです。 

KU-MA

見学の案内、解説の時間など

詳しい情報は、JAXA 相模原 

キャンパスのホームページ

http://www.isas.jaxa.jp/から、

広報・イベント＞見学案内＞

解説ツアー、と検索してみて

ください。そして是非ご来場

ください。 

帰還時の安定飛行の工夫 

彗星のように光の尾を引きながら帰還した「はやぶさ」も記憶に新

しいところです。こちらは模型だけでなく、奥の小部屋に本物も展示

されていますが、撮影は禁止。研究のためにカプセルなど部分的に展

示から持ち出されることがあり、全部がそろわない形での写真が出回

って誤解されることを避けるためだそうです。しかし全部か一部か、

とにかく本物がここにあります。遠い宇宙から帰ってきた「はやぶさ」

を見るのは感動的です。小部屋の外には模型の展示も。 

帰還時に展開したパラシュートは十文字の形を採用することで安定

した飛行ができたそうです。他にも研究者の方々の工夫が凝らされた

「はやぶさ」、解説を聞くと一層よくわかります。 

交流棟に一歩足を踏み入れると、高い天井、広々とし

た空間に大きなロケットのフェアリングがそびえ立っ

ているのが目に飛び込んできます。奥に見える絵は観

測用の気球２０分の 1 の模式図。天井の右の方に吊る

されているのは小惑星探査機｢はやぶさ２｣と惑星分光

観測衛星「ひさき」の実物大模型です。 

 

 

こちらの２枚の写真はどちらも「はやぶさ２」の模型を下から撮影したもの 

ですが、左はフラッシュなし、右はフラッシュありです。 

何か違いがわかるでしょうか？ 

右の写真には、前面に白く光り輝く▢が３

つあります…「ターゲットマーカー」です。

10 月 25 日、「はやぶさ２」から小惑星「リ

ュウグウ」に投下されました。ターゲット

マーカーに貼り付けられた反射シートが

「はやぶさ２」から発せられたフラッシュ

によって明るく輝き、「はやぶさ２」が着

陸するときの目印となります。ターゲット

マーカーには国内外の約１８万人の名前

を刻んだアルミシートが入っていて、話題

になりましたね。 

今年 2 月、JAXA 相模原キャンパスに「宇宙科学

探査交流棟」が誕生しました。みなさんはもう見学

されました？ 

展示室なのに、漢字が並んで難しそうな名前… 

ですが、それはここが見学専用の場所ではないか

ら。展示室としての機能を充実させただけでなく、

JAXA 職員と各研究機関、大学、企業の人たちが交

流する場にもなっているのです。展示には模型だけ

でなく「本物」もたくさんあります。解説も充実。 

宇宙へ挑むリアリティと緊張感が感じられ 

る場所です。 

今回はその一部をご紹介しましょう。 
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か
に
企
画
中
で

す
。 

当
日
の
ご
入
会
も
会
員

割
引
対
象
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
知
人
の
方
な
ど
に

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

会
員
の
方
々
と
会
え
る

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
。 

 

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、 

ご
参
加
下
さ
い
！ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
で

き
ま
す
。 
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年
記
念 

K
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M
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主
催 

 

お
と
な
の
「
宇
宙
の
学
校
」 

開
校
し
〼 

当日に向け、多摩六都科学館の

館長室に打ち合わせに来ました！

「宇宙が拓く科学の未来」と題して

のお話。今から楽しみです。話題の

ｺﾞｼﾞﾗ座やﾆｭｰﾄﾘﾉのお話も?! 

3 人の先生方のプロフィールもホー

ムページで紹介しています。 

みなさん、ぜひご参加ください。 

会場でお待ちしています。 

☞

多摩六都科学館 館長室で打ち合わせ中 

 

4/22 今年度のスクーリングがスタート 

5/19 小松市教育研究センター、6/10 岡山県生涯学習センター、 
6/16 茅ヶ崎市松林公民館、 
6/23 山口県大人版「宇宙の学校」（講習会） 
7/21 釧路市こども遊学館 

7/26.27 CKD 株式会社ものづくり教室 
4/7.8 相模原市桜まつり 
5/29 相模原市青年会議所より講演依頼 
7/21 山口県立図書館にて「宇宙の教室」 
5/21 平成３０年度 第１回理事会開催 
6/13 総会 開催 

今年も、国分寺市主催 KU-MA 

協力による国分寺市おとなの 

「宇宙の学校」も開催を予定し

ています。 

今年のテーマは 

「南極から探る宇宙」 

詳細、ご応募につきましては、

メールマガジン等でお知らせ

いたします。 

 １１会場で閉校式が行われました。 

8/17 三菱重工業(株) 福島理科授業 

8/22 三菱重工業(株) しんせんサマースクール 

10/26 三菱重工業(株) 三原市立本郷小学校出前理科授業 

10/20.21 潤水都市さがみはらフェスタ 

8/10 二子玉川 RISE ライズの夏遊び 出展 

8/24 KIOIKIDS 「宇宙の教室」 

9/30 さんそ学習館ケイオス 講演「宇宙とガス」 

10/20.21 武蔵野学院大学公開講座 

10/21 武蔵野学院大学「宇宙の教室」 

10/25 あきる野市室増戸小学校「宇宙の教室」 

10/29 横浜市立星川小学校キッズクラブ「宇宙の教室」 

◀ 10/29星川小での 

「宇宙の教室」 

  みんなで熱気球を

揚げました。 

▶ 10/26 本郷小での 

  三菱重工の理科授業 

  スポイトロケットを 

  飛ばして、ロケットが 

  飛ぶ原理を学びました。 
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